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中性園芸作物リンドウの開花制御基盤技術の開発 
 
１ 代表機関・研究統括者 

公益財団法人 岩手生物工学研究センター  西原 昌宏 
 
２ 研究期間：令和２年度～令和４年度（３年間） 

 

３ 研究目的  

リンドウ生産上の大きな課題である需要期に合わせた供給の確実性

を向上させるため、中性植物であるリンドウの開花制御技術の確立を

目指す。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  リンドウの光周性による花芽形成分子機序の解明と DNA マーカー

開発 

リンドウの花芽形成機構を光周性の観点から解明し、ゲノム育種、

突然変異育種により、日長応答性のある光周性リンドウ系統・母本の

育成を進める。 
（（公財）岩手生物工学研究センター、岩手県農業研究センター）  

 

② 光周性リンドウにおける開花制御技術の開発 

光刺激を誘発する化合物を探索し、新規開花制御薬剤としての利

用を検討する。また、既存の植物成長調整剤による開花期変動の分子

機構を解明する。両剤の利用を中心に開花制御の基盤技術を構築す

る。（（公財）岩手生物工学研究センター、岩手県農業研究センター）  

    

５ 最終目標  

開花制御に利用可能な日長応答性を示す光周性育種母本を育成す

る。また、開花制御薬剤を開発し、既存の植物成長調整剤も併用した

リンドウの開花制御の基盤技術を確立する。  

  

６ 期待される効果・貢献  

開花制御が困難なリンドウ栽培において、盆・彼岸の需要期に確

実に開花させる品種および技術として利用され、安定生産・安定供

給に貢献する。また、輸出用品目としてリンドウの需要拡大に貢献

できる。 

 
【連絡先 公益財団法人  岩手生物工学研究センター 0197-68-2911】 
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